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 (a) 被災前（2003 年撮影，国土地理院） 
 
(b) 被災後（2004 年 7 月撮影，国土地理院） 
図-1 2004 年福井豪雨前後の空中写真の比較（足羽川中流高田大橋周辺） 
 
 
図-2 足羽川第 6 鉄橋から第 3 鉄橋付近の浸水範囲と橋梁被害（国土地理院空中写真上に加筆） 
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(a) 流量ハイドログラフ 
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(a) 9 時半（増水期：Q＝1600m3/s） 
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(b) 11 時半（最大時：Q＝2200m3/s） 
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(c) 14 時半（減水期：Q＝1000m3/s） 
図-16 水位・流速ベクトルの時間変化 
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図-17 浸水範囲および最高水位の分布 
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                 : 沈水したと推定される橋梁
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(a) 橋脚の流水抵抗を無視した場合 
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(a) 9 時半（増水期：Q＝1600m3/s） 
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(b) 11 時半（最大時：Q＝2200m3/s） 
図-24 破堤地形における水位・流速ベクトル分布 
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(a) 9時半（増水期：Q＝1600m3/s） 























Distance (km)  
(b) 11時半（最大時：Q＝2200m3/s） 
図-26 元地形および破堤地形における河川水位の縦断分布 
 
４．まとめ 
 
平成16年7月福井豪雨における足羽川中流域の橋梁お
よび周辺河川施設の被害を整理するとともに，谷底平野
における洪水氾濫状況を現地調査，資料分析および数値
解析より推定した．橋梁および周辺河川施設の被災状況
を分析した結果，河川蛇行部をショートカットした氾濫
流が取付道路と橋梁の接続部に集中して侵食破壊を引き
起こしたこと，桁上に達する洪水流により流出橋桁の着
地に伴い高水敷の異常侵食が生じ堤防法先の侵食を助長
して下流部の破堤の要因になった可能性があることなど
の山間渓流域における洪水氾濫による河川施設の特徴的
な被災過程をまとめた． 
河道内部のみではなく氾濫原も含めた洪水氾濫解析を
行い，洪水流特性および河道周辺部への浸水過程を考察
した．浸水範囲や洪水流の流速などの解析結果は現地調
査や写真・ビデオ映像などの資料と定性的に一致し，信
頼性を確認するとともに，堤防の溢水が最大流量到達時
刻より約2時間半前から生じ長時間越流状態にあった等
の洪水氾濫過程を推定した．橋脚の流水抵抗を考慮する
ことで，橋梁の被害状況から推定される洪水氾濫状況に
より近い解析結果を示し，さらに破堤後の河道地形を用
いた解析を行うことで，河川水位，浸水範囲および氾濫
流向に及ぼす破堤の影響を考察した．仮定した破堤区間
による堤内地への河川水の貯留効果は増水早期段階に限
られると推測された． 
さらに河川施設および河道地形と洪水氾濫特性との関
係を分析するには，洪水被害状況に関する詳細な調査・
資料収集とともに，より高度な洪水氾濫流解析が不可欠
である．今後の課題として，堤防からの越流水量を正確
に評価するためのモデルの改善および河川地形の格子解
像度を向上した計算などが必要である． 
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